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論 文 内 容 の 要 旨
本博士論文の著者、三田村仰氏は「アサーション」（assertion）と呼ばれている自己主張行動に着目し
た研究を行ってきた。心理学の文献にアサーションが登場するのは、行動療法の先駆者である Salter
（1949）とWolpe（1958）が、自己抑制や対人不安に桔抗する反応としてアサーションを奨励してからで
ある。アサーションの代表的な定義は「適切で率直な自己表現（Lange & Jakubowski, 1976）であるが、
日本では「自他を尊重する率直な自己表現」（平木、1993）とする定義のほうが望ましいと考えられている。
三田村氏の博士論文研究は、自己を軸にした「率直型アサーション」の既定概念を根本的に見直し、新た
に自他の相互作用を軸にした「機能的アサーション」のモデルを提唱したものである。論文の一つ目の目
的は、機能的アサーションの前提であるアサーションの文脈依存性について検証をおこなうことであり、
二つ自の目的は機能的アサーション・トレーニング・プログラムを開発し、その効果を検証することで
あった。
第Ⅰ章の序論では、アサーション研究に関する文献の概観を行い、率直型アサーションの特徴と問題点
について検討した。率直型アサーションは、主張行動が「直接的な発言」、「相手と目を合わせる」、「謝罪
を含めない」など行動の「形態」（topography）によってアサーションを捉える特徴がある。しかしなが
ら、形態によって捉えられる率直型アサーションは、文脈によっては必ずしも効果的ではないことから、
より柔軟なアサーションとして、機能的アサーションを提唱している。機能的アサーションは、話し手に
とって効果的であることと、聞き手にとって適切と受けとられることを考慮し、主張行動の「機能」
（function）によって定義される。機能とはある物事における役割や働き、作用や効能のことをさす。
研究では、主張行動が困難になる場面とその理由について大学生を対象に実態調査をおこなった結
果、主張行動が困難な主な理由は相手に対する配慮懸念が強い場面であることを確認している。研究で
は、主張行動の正当性が低い場面と高い場面とを刺激場面として事例を作成し、会話完成テストを用いて、
話し手は正当性の低い場面において、正当性の高い場面よりもより間接的な自己主張をすることを検証し
た。
研究では、研究において主張行動の話し手の立場から検討をおこなったのに対して、主張行動の聞
き手の立場からの検討をおこなった。研究では、研究と同様の主張行動の正当性が高い場面と低い場
面における直接型主張行動と間接型主張行動に対する、聞き手からみた評価について検討した。その結
果、聞き手は、主張行動の正当性が低い場面において特に間接的な主張行動をより適切であると評価する
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ことが示された。
研究から研究は、応用研究であり、研究、、の結果を基に、発達障害児の保護者から教師に
支援の依頼を行う相談場面を取り上げている。保護者を対象にした調査の結果、発達障害児の保護者が教
師に対して自己主張を必要とする場面は、率直型アサーションが困難な場面であることが明らかとなっ
た。さらに三田村氏は発達障害者の家族が集まる会や地域の教育支援センターが主催する交流会に参加し
て教育相談場面の詳細な情報を収集した末、研究と研究のアサーション・トレーニング・プログラム
の開発を行った。
研究では、発達障害児の保護者を対象に、保護者が教師に効果的な主張行動をおこなえるようになる
ことを目指した機能的アサーション・トレーニング・プログラムを開発した。このプログラムでは、参加
者に対し、聞き手に配慮のある間接的な主張行動を行動療法の技法を用いてトレーニングした。トレーニ
ングの結果、子どもの対応に関する保護者の主張行動は、トレーニング後、より望ましいものとして教師
によって評価され、プログラムの効果が示された。
研究では、研究のトレーニング・プログラムを再現し、さらに保護者が教師への配慮を具体的に表
現できるようなアサーション・プログラムの効果を検証した。その結果、参加者である保護者はプログラ
ム受講によって教師への感謝表現を増加させ、更にこうした変化は評定者である教員補助者からも、より
一層子どもへの支援について動機づけを高めるものと評価された。
以上、機能的アサーションのモデルに基づき、アサーションを文脈の中で捉えることの重要性とアサー
ションを機能で捉えることの有用性を検証し、それぞれの研究において予測した結果が出ている。今後、
機能的アサーション・トレーニングが幅広い領域で応用可能と考えられることを強調して論文を結んでい
る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
三田村氏の博士論文研究は、自己を軸にした「率直型アサーション」の既定概念を根本的に問い直し、
新たに自他の相互作用を軸にした「機能的アサーション」のモデルを提唱したものである。論文の一つ目
の目的は、機能的アサーションの前提であるアサーションの文脈依存性について検証をおこなうことであ
り、二つ目の目的は機能的アサーション・トレーニング・プログラムを開発し、その効果を検証すること
であった。
序論では、アサーション・トレーニングに関する先行研究を概観しているが、従来のアサーションの概
念が内包する問題点を鋭く指摘し、その解決策を提示している。三田村氏が論議しているように、アサー
ション行動の線引き問題は歴史的にも困難を極めた。例えば、「適切な自己主張」とされるアサーション
と攻撃的行動との区別は文脈に依存するところが大きく、主張行動の形態で定義されるアサーションには
限界がある。日本では「自他を尊重する主張行動」（平木、1993）と定義され、文脈の重要性が示唆され
ている。三田村氏は、従来の形態的アサーションの概念から脱却し、アサーションを主張行動の「かたち」
によって規定するのではなく、話し手と聞き手の間に成立する相互作用として捉えることを提唱してい
る。認識論と語用論にも踏み込み、アサーションと文脈の関係を示した点は高く評価できるし、理論的に
も挑戦的である。さらに批判的考察や新しい考え方の主張にとどまらず、アサーションの文脈依存性を実
証したうえで、実験結果を実際のアサーション・トレーニング・プログラムの開発に結びつけ、トレーニ
ングを実施し、効果を検証した点も高く評価できる。
アサーション・トレーニングが欧米の臨床心理学やカウンセリング心理学の文献に登場して久しい。日
本でもようやくエビデンスベースの臨床実践へのニーズが高まってきた今日、三田村氏の研究は正に分野
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が求めている方向性を示している。研究と研究の焦点は、特別支援教育を受ける児童の保護者と教師
を対象としたアサーション・トレーニングであるが、話し手と開き手のコミュニケーション行動を分析し、
行動療法の手法を用いてアサーションスキルを指導している。さらにロールプレイ・アセスメントに基づ
きトレーニングの効果を測定している。トレーニング・プログラムには、明確な目標設定、アサーション
の心理教育、モデリング、ロールプレイ、およびビデオフィードバックが含まれ、社会的にも妥当性の高
い結果が得られた。
博士論文に含まれたつの実証研究は、そのつど主要な学会で精力的に発表されており、三田村氏の学
会発表は国際学会を含めて17回を数える。論文は本公表されており、すべてアサーションをテーマにし
たものである。機能的アサーションのモデルを構築する過程で、三田村氏は「構造構成主義」の専門誌に
も論文を投稿していることからも、非常に幅広く内外の文献に精通していることは明らかである。また、
教育界や発達障害の子どもを持つ親の会など、多方面からアサーション研修会の依頼を受け、研究の成果
を社会還元していることも特筆に値する。三田村氏は、2010年度、大学院奨励研究員に採用され、博士論
文を完成させた。本年月からは同志社大学心理学部心理臨床センターのカウンセラーに採用が決まって
おり、臨床場面でのアサーションをはじめ多様なコミュニケーションに関する専門性を高めていくことに
なる。
口頭試問では、アサーションの線引き問題、話し手と聞き手の関係性の問題、さらに話し手の要望を達
成するために聞き手側の動機づけを高める「確立操作」の問題などが指摘され、理論的にも実践的にも活
発な質疑応答が交わされた。従来の形態的アサーション・トレーニングを根本的に問い直し、文脈を取り
入れて考案した機能的アサーション・トレーニングに関する研究の将来性が期待される。
三田村氏は2011年月22日に博士論文の公開発表を本学 F号館で行った。審査委員会は、本博士学位
申請論文を慎重に審査し、また2011年月日にハミル館会議室で実施した口頭試問における結果と学会
や臨床現場などにおける諸活動から判断し、三田村仰氏が博士（心理学）の学位を授与されるにふさわし
いとの結論に達したのでここに報告する。
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